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令和６年度第２回 旭川市廃棄物処分場環境対策協議会会議 会議録

日 時 令和６年８月２０日（火） １５：３０～１６：０５

場 所 旭川市近文清掃工場 大会議室

出 席 者 ○ 旭川市廃棄物処分場環境対策協議会

委員 ９人（定数１１人）

・松藤 敏彦 ・吉田 英樹 ・北邑 英治 ・橋本 祐一 ・有木 祥次

・桑島 徳見 ・山下 三千世 ・小久保 志津子 ・新田 晃

○ 事務局７人

・太田環境部長 ・尾藤廃棄物処理課長

・齋藤旭川市廃棄物処分場所長

・藤旭川市廃棄物処分場主査 ・増田同主査 ・工藤同主任 ・倉田同係員

公開・非公開 公開

傍聴者数 なし

報道機関 なし

調査検討事

項及び資料

等

１ 廃棄物処分場の現況について （資料１，資料５）

２ 令和５年度環境調査の結果について （資料２）

３ 監視機関委員の視察について （資料４）

４ その他
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項 目 担 当 内 容

開会 司会

(事務局)

ただいまから，令和５年度第２回 旭川市廃棄物処分場環境対策協議会

会議を開催する。

本日の調査検討事項は

１ 廃棄物処分場の現況について

２ 令和５年度環境調査の結果について

３ 監視機関委員の視察について

４ その他

となっている。

それでは，会長に議事の進行をお願いする。

出席数確認 会長 本日の出席委員は，１１人中９人。

定足数に達しているので，これより議事に入る。

会議録確認 会長 会議の前に前回の会議録を確認する。内容に疑義等はあるか。

委員 （ 異議等なし ）

会長 前回の会議録は確認された。

調査検討事項

１

会長 それでは，調査検討事項１ 旭川市廃棄物最終処分場の現況について 事

務局から説明願う。

事務局 （ 資料１，５及び動画により同処分場の現況を説明 ）

会長 ただいま事務局より説明がありましたが，意見・質問はあるか。

委員 （ 意見等なし ）

会長 では，次に進む。

調査検討事項

２

会長 次に，調査検討事項２ 令和５年度環境調査の結果について，事務局から説

明願う。

事務局 （ 資料２により説明 ）

会長 ３８ページのガス推移のグラフだが，令和４年度から測定器を熱線流速計

に変更しているので，区切りを付けて分かるようにした方がよい。

事務局 承知した。次回から見直しを行う。

会長 質問等はあるか。

委員１ ３８ページの埋立地内温度に表示されている（参考）評価比較値２５.２度

とは何か。そして，その下に表示されている江丹別平均温度５.２度はどのよ

うに算出した値か。

事務局 この処分場は埋立地周辺で地中温度を測定できる観測孔がないので，気象

庁の観測データから得た，江丹別地区の平均気温５.２度を周辺の地中温度と

見立てている。その値に２０度をプラスした２５.２度と比較して，埋立地内

温度がどのような状況なのかを評価している。

副会長 補足すると，廃棄物資源循環学会では埋立地内の温度が周辺の地中温度よ

り２０度以上高くなっていないことを廃止基準の評価方法としている。まだ，

廃止は先の話になるが，仮に廃止する場合は埋立地内温度が２５.２度より低

いことが条件となる。

会長 ２１ページの地中温度と３８ページの埋立地内温度は同じデータか。

事務局 同じである。

会長 ３８ページの温度はどの深さのデータか。

事務局 一番深い場所の温度である。

会長 なぜ，一番深い場所の温度としているのか。
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事務局 中園処分場と合わせている。

会長 この温度はガス抜き管内で測定した温度であるが，ガス抜き管内はガスが

流れていることから，埋立地内温度とは異なる。

測定条件が不明だとデータの意味が無くなるので，測定の定義と方法を記

載するなどの整理が必要である。

事務局 承知した。

会長 ほかに質問等はあるか。

委員 （ 質問等なし ）

会長 では，次に進む。

調査検討事項

３

会長 次に，調査検討事項３ 監視機関委員の視察について，事務局より説明願

う。

事務局 中園廃棄物最終処分場監視委員会と同様としたい。

会長 意見等はあるか。

委員 （ 意見等なし ）

会長 事務局案で承認とする。

次に進む。

調査検討事項

４

会長 最後に調査検討事項４ その他について，何かあるか。

事務局 （ 事務局からは，なし ）

閉会 会長 以上で本日の会議を終了する。

司会

(事務局)

以上で，令和６年度第２回 旭川市廃棄物処分場環境対策協議会を終了す

る。


